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1.先 行研 究
19世 紀 全 般 に わ た る、 「詩」 と 「詩 人」 の 表 象 に 関 す る包 括 的 な研 究 と して、 ク ロー ド ・ア
バ ス タ ドの 『エ ク リチ ュー ル の神 話 と儀 式 』1が あ る。 この浩 潮 な研 究 にお いて 、ア バ ス タ ドは 、
19世 紀 以 降 の 文 学 者 が神 話 化 して 表 明 して きた 「文 学 」 の概 念 につ いて 、 諸 作 家 の作 品 分 析 に
基 づ く徹 底 した 調査 を行 い、 現 代 文 学 にお いて 産 出 され て きた 様 々な 文 学 論 、 詩 人 像 を整 理 し
て 提 示 して い る。 文 学 の 自律 、 あ る い は 自己 同一 性 を め ぐる危 機 意 識 の 中、 文 学 に関 して 作 家
の 口か ら出 て くる 言 説 は 、 多 か れ 少 な か れ 神 話 的 な も の を 含 ん で い る(「 神 話 は、 文 学 の 自立
性 の決 定 を左 右 し、 そ して作 家 の具 体 的 な 境 遇 の様 態 に関 わ って い くよ うな 、 ひ とつ の 危 機 に
連 結 して い る 」 とアバ ス タ ドは 述 べ て い る)。 書 く とい う営 為 は 、単 に技 術 的 な 実 践 で は な く、
「個 々 の 性 格 を超 え て、[文 学 と い う]共 同体 の 自己 同一 性 の条 件 とな るよ うな 、イ デ オ ロギ ー
の実 践 」 とな る。 こ こでイ デ オ ロギ ー と な って い る も の は文 学 の世 界 に住 ま う者 た ち が 共 に従
う シナ リオ とな る。 自己 同一 性 の危 機 に投 げ 込 まれ た 詩 人た ち は、 社 会 に対 して 、 そ して 自分
エグ ジス タンス
自身に対 して、おのれの詩 人 として の現実存在 を正 当化 しな ければな らな い。文学 の神話は、
文学の 自己同一性をめ ぐる危機意識 のも とに構築 され る。私た ちはアバスタ ドの問題圏 をよ り
lClaudeAbastado
,ハの 伽 ∫ε'ア吻 θZs4θZl彦(y吻7θ,Bruxelles,EditionsComplexe,1979.
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限定 され た領 域 で 再 検 討 す るよ う試 み た い。扱 うテ ク ス.ト をマ ラル メ、ヴ ェル レー ヌ 、ラ ンボ ー
三 詩 人 の もの と し、 ひ とっ の文 学 世 代 を貫 く共 同 幻 想 と い う枠 組 み に 出来 るだ け 長 く と ど ま り
つつ 、 彼 らに よ る 「詩 」 と 「詩 人 」 の表 象 を 議 論 して い きた い。 三 詩 人 に共 通 して 認 め られ る
幻 想 は 現 実 と理 想 の乖 離 とい う もの で あ る。 「高 踏 派 」 そ して 「象 徴 派」 とい う文 学 史 の 用 語
を私 た ち も便 宜 上 利 用 す る こ とに な るが 、 本 研 究 に お い て は 、 流 派 の 名 の も とで は な く、 世 代
の名 にお いて 、 マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ、 ラ ン ボ ー の テ ク ス トを考 察す る。 ひ とつ の 文 学 世 代
イ デ 　 レアりテ
を貫 く詩 の 理 念(あ る いは 教 義 、 神 話 、 幻 想)、 そ して 現 実 を 生 き る詩 人 の存 在 の 二 側 面 を、
三 詩 人 の 同時 代性 に お い て模 索 して い きた い。
2.詩 へ の 信仰 の 形 成、 信 仰 の 実 践(詩 句)
ボエ ジ　
詩 につ いて 詩 人 が 発 す る言 説 は、 しば しば 、詩 とい う聖 域 へ の信 仰告 白 の様 相 にお い て発 せ
られ る。 ユ ー ゴ ー は 「信 仰 が 諸 民衆 に欠 けて い る な ら、 彼 らに は 芸術 が 必 要 で す 。 預 言 者 が い
な け れば 、 詩 人が 必 要 です 」 と述 べ て い る。 ロマ ン派 と とも に、 古 代 の模 倣 に依 拠 して 詩 作 の
実 践 をす る必 要 は な くな った 。 詩 の実 践 を正 統 化 す る も の は、 韻 律 の規 則 で は な く、 む しろ、
セナ　クル
詩 に 与 え られ るイ デ オ ロギ ー とな る。1830年 以 降 い くつ か の詩 人 の 〈結社 〉 が 形 成 され るが 、
「詩 」 の表 象 は ごう した グ ル ー プ を貫 く共 同 幻 想 に ほか な らな い。 詩 人 同士 のサ ー クル は 、19
世紀 を通 じて、 世 代 とい う単 位 で形 成 され て き た。1830年 代 の ロマ ン派 の第 一 世 代 、 次 いで7
月王 政 か ら2月 革 命 を経 て 第 二 帝 政 にい た る時 期 の ロマ ン派 の第 二 世 代 、 そ して 第 二 帝 政 末 期
か ら第 三 共 和 制 に いた る時 期 の 高 踏 派 の 世 代 、 そ して 世 紀 末 の第 三 共 和 制 を代 表 す る象 徴 派 世
代 で あ る。 これ らのグ ル ー プ は 、 な によ り も同 年 代 、 す な わ ち 若 さの 共 有 とい う点 で 結 束 して
い る。 マ ラル メ に従 え ば 、精 神 的 営為 で あ る 詩 は 、 人 が 「心 的 な 、 僧 院 の 中」 に 引 き こ も りは
じめ る、 青 春 の時 期 に、最 も純粋 に顕 現 す る の で あ る。 この 青 春 が 一 個 人 を超 え て 、 世 代 に拡
張 され る とき 、 ひ とつ の詩 の 世代 が形 作 られ る。
信 仰 の対 象 と して の 詩 は、 ロ マ ン主 義 以 降、 精 神 に働 き か け る もの と して、 不 変 の価 値 を も
つ 。 しか し、 古 典 主 義 か ら解 放 さ れ、 詩 作 す る こ と にお い て 、 相 対 的 に 自 由 とな っ た 詩 人 た ち
プ ラ テ ィ 　 ク
の詩 句 の形 式 は 変 遷 に さ らさ れ る。 詩 人 に とっ て 、 詩作 品 を生 み 出 す こ とは、 信 仰 の 実 践 に他
な らな い。 また 現 実 にお け る詩 人 と して の 生活 様 態 の選 択(例 えば ヴ ェル レー ヌ の 「呪 わ れ た
詩 人 た ち 」)も 同様 で あ る。 ひ とつ の世 代 は 、 自分 の 指 標 とな るよ うな 詩 句 の 形 を 、 「時 代 に贈
与 す る」(マ ラル メ)と い う野 心 の も とに詩 作 を展 開す る。
マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ、 ラ ンボ ー は 、 こう した ロ マ ン派 の潮 流 の 中か ら出て き た 同世 代 の
詩 人 た ち で あ り、三 人 とも詩 へ の信 仰 を強 く表 明 して い る。 マ ラル メ は、 大 衆 に よ る平 俗 化 に
抗 して 、 詩 に 固有 の 「神 秘 」 を擁 護 した 。 一 「あ らゆ る 神 聖 な も の、 そ して そ う あ り続 け よ う
と望 む もの は、 神 秘 に包 まれ て い る。 諸 々 の宗 教 は運 命 付 け られ た者 に だ け 明か され る奥 義 に
守 られ て 隠棲 して い る ので あ る。 芸 術 もお のれ の奥 義 を も っ て い る」(「芸 術 的 な 異 端 」)。 また
マ ラル メ は、 同世 代 の 詩 人 た ち の グ ル ー プ(高 踏 派)を 、 「ひ とつ の 世 代 が デ ビ ュ ー す る に際
して 、 せ め て 聖 な る光 の反 映 だ けは 保 て る よ う に と、 青 年 た ち の ひ と りが 〈選 ば れ た も の〉 と
い う こ とが顕 に な っ た場 合 、 青 年 た ち を集 め る」 よ うな 「教 皇 選 挙 会 」(「 ヴ ィ リエ ・ドゥ ・リ
ラダ ン」)に 喩 えて い る。 ヴ ェル レー ヌ に とっ て も詩 は信 仰 の 対 象 で あ っ た。 一 「彼 ら[高 踏
派 詩 人]は 、 詩 人 とい う言 葉 の持 つ 最 も貴 族 的 な 意 味 にお いて 詩 人 で あ った し、 今 もそ うで あ
アンシァン　レジ　ム
る 。彼 らの 目指 した こ とは、[旧 体 制 下 そ うで あ っ た よ う に]群 集 の 中の エ リー トを知 識 人
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エ リー トの尊 敬 に呼 び 戻す こ と、 そ して 知 識 人 エ リー トを甘 美 な る精 神 の 礼 拝 に 呼 び 戻 す こ
と、 そ して この 善意 あ る子 供 、 す な わ ち利 巧 で感 受性 の 強 くな っ た ブル ジ ョア を、 いわ ば と っ
ミ ュ 　 ズ
つ か まえ て 、 詩 の女 神 一 異教 的な 言 葉 、 永 遠 の観 念 だ 一の純 潔 な足 に接 吻 させ る こ とで あ った
(強 引 に そ うす る こ とも い とわ ず に、 とい う の も よ い教 育 と い う も のは こ う して な され るか ら
だ)。 これ が 彼 らの 目指 し た こ とで 、 この 目的 は 達 成 さ れ た」(『 男 や も め の 回 想 録』)。 同 様 に
ミゴーズ
ラ ンボ ー も、 バ ンヴ ィル にむ けて 、 詩 の女 神 と い う 「一 な る女 性 へ の信 条CREDOINUNAM」
を告 白 して い る。 一 「ぼ くが 、 理 想 の美 に心 を奪 われ たす べ て の詩 人 た ち 、 す べ て の す ぐれ た
高 踏派 の 詩 人 た ち を、 一な ぜ な ら詩 人 とは 高 踏 派 に ほか な らな い ので す か ら、 一愛 して い るか
らな の で す」(1870年5月 テ オ ドー ル ・バ ン ヴ ィル 宛 書 簡)。
詩 に対 す る以 上 の様 な 同一 の信 仰 の下 、 詩 の 実 践 、 す な わ ち 詩 句 の点 で 彼 ら を他 の 世 代 に対
し相対 的 に特 徴 づ け る事 柄 は 、 ロマ ン派 の作 詩 法 にお け る努 力 を さ らに進 め て 、 詩 句 が 詩 句 で
あ る た め の条 件(音 綴 数 と脚 韻)を 保 持 しっ っ 、 詩 句 の 内部 で 様 々 な 句切 り を試 み た こ と にあ
る。 この点 に つ いて マ ラル メは こ う述 べ て い る。 一 「高 踏 派 は 、 読 者 の うち に前 もっ て 想 定 さ
れ て い る[六 音 綴+六 音 綴]息 づ か いの 参 与 が な い ま まミ た だ そ れ 自体 に お い て独 自に 言 表 さ
れ る詩 句 、 す な わ ち 語 の位 置 と広 が りの 力 に よ って 動 か され る詩 句 を創 設 した」(「 〈音 楽 〉 と
〈文 芸 〉」)。 高 踏 派 は 、絶 えず6+6と い う安 定 した 、 しか し あ ま りに単 調 な古 典 的作 詩 法 に 、
更 な る 「空気 をふ き こむ 」 こ とで 、 十 二 音 綴 詩 句 を よ り 「音 楽 的 」 にそ して 「軽 や か」 な もの
に仕 立 て あげ よ う と した 世 代 で あ る と言 え よ う。
3,理 想 と現 実 の 二 重 化
と ころ で マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ 、 ラ ンボ ー と、 彼 らの 生 き た19世 紀後 半 の フ ラ ンス 社 会 の
か か わ りに 目 をむ け る と、 「二 重 性 」 とい う幻 想 が 詩 人 の 側 か ら作 り出 さ れ、 彼 らの 詩 作 の 実
践 を 大 き く規 定 す る よ う に な る こ とが 分 か る。7月 王 政 に移 行 して 以 降 、 芸 術 家 た ち は、 ブ ル
ジ ョアへ の嫌 悪 を激 し く表 明す る。 大 多数 そ の もの で あ る ブ ル ジ ョア を嫌 悪 す る詩 人 た ち は、
当 然、 社 会 的 に孤 立 す る。 しか し詩 人 は 生 身 の 現 実 存 在 と して 都 市 生活 を行 わ ざ る を え な い。
イ デ に レ ア リ テ
従 って 詩 人は 、 排 除 しあ う芸術 の 理 念性 と生活 の現 実性 の二 つ に、 同 時 に 関 わ って いか ね ば な
らな い こと にな る。 こ の幻 想 は、 マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ、 ラ ンボ ー に 先 立 つ 世代 の一 詩 人、
シ ャル ル ・ボ ー ドレー ル に よ っ て既 に強 く意 識 さ れ て い た。 詩 人 を取 り巻 く現 代 世 界 は ボ ー ド
レー ル の 「二 重 の部 屋」 の ご とき もの で あ る。 この 世 界 は詩 人 によ っ て二 重 に住 ま われ る。 内
的な 、 精 神 的 な そ して 夢:想 と観 念 の 空 間 と して、 同 時 に、 貧 困 とい う外 的現 実 を詩 人 に突 き つ
け る空 間 と して 。 そ して 、 ひ とつ の 世 界 に 出現 す る二 つ の 空 間 は、 一方 が 消 え去 る と ころ に他
方 が 現 れ 、 他 方 が 消 え 去 る と ころ に 一方 が現 れ る とい う相 互 隠 蔽 の 関係 を取 り持 つ 。 現 代 世界
は、交 互 にそ して 排 他 的 に、夢 想 的 で あ り現 実 的 な もの と して 住 まわ れ る の で あ る。 と も か く、
1860年 代 の高 踏 派 世 代 は、1830年 代 の ロ マ ン派 的 な 人類 の精 神 的 引 率者 とい う、共 通 の社 会 的、
政 治 的 、 道 徳 的 任 務 感 の も と に結 束 して は いな い。 ヴ ェル レー ヌ は1865年 のボ ー ドレー ル 論 で
こう語 っ て い る。 一 「そ うだ 、 〈芸 術 〉 は 〈政 治 〉、 〈哲 学 〉、 〈科 学 〉 か ら と同 様 〈道 徳 〉 か ら
も独 立 して い る の で あ る。 〈道 徳 家 〉、 〈護 民 官〉、 〈哲 学 者 〉、 〈科 学 者〉 は 〈詩 人〉 に対 し何 ら
負 う も の が な い の と同 様 、 〈詩 人〉 も彼 らに何 ら負 う も のが な い の で あ る」(「 シ ャル ル ・ボー
ドレー ル 」)。 高 踏 派 は1830年 代 の世 代 の よ うに社 会 に、 現 実 的 に働 きか け よ う と した 詩 人 た ち
で は な く、 社 会 的 に 孤 立 した夢 想 家 の共 同体 の 中 で 強 い連 帯 感 に よ って 結 ば れ 、 た だ お 互 い の
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ためだけ に詩 句による詩 の実践 を行 った。
この二重性 の幻想 は、直 ちに、その反対 のモデル を三詩人 に想定 させた。親 しみやすい空間、
精神的で もあ り、現実 的で もある空間。思考す ることが、そ のまま行動する ことであ り、行 動
する ことがそ のまま思考す ることを意 味するよ うな空間。考え られた ことは全 て行 動に対 して
開かれ、行動 され ることのみ考 え られ る空間。 〈時 間〉 と 〈永遠〉、行動 と夢 が同 じ概念 となる
よ うな叙事的空 間で ある。 もちろん彼 らは叙事詩 への回帰 を望みは しなか った。 しか しなが ら
現代世界 にお ける叙事性の欠如 は、彼 らにひ とつの決断 を迫った。 世界が合理 的に組織 され、
行 動は夢 を排 して のみ意味 を持ち、夢 は非合理 の名の もと闇 に葬 り去 られ る。現代 世界 は夢 に
場所 を与 えな い ことにおいて構築 され たのであれば 、現代詩 人は 「聖ペテ ロの否認」 のボー ド
レール 同様 こう決断するだろ う。 一 「私 といえば、もちろん、行 動が夢 の姉妹で ない世界か ら、
満足 して 出て行 くだ ろう」。
4.マ ラル メ にお け る二 重化 の幻 想
マ ラル メ に と って 芸術 家 の二 重 化 は不 可 避 の事 項 で あ る。 これ は、 生活 のた め に リセ の英 語
教 師 と詩 人 の 二 重 の役 割 を演 じな けれ ば な らな か った マ ラル メ の境 遇 によ る もの で あ る。 詩 人
は 、 日常 生 活 には 存 在 せず 、 人 は 「紙 を 前 に して 、詩 人 と して 、 自分 を作 り上 げ る 」(1865年2
月18日 ウ ジ ェー ヌ ・ル フ ェ ビ ュー ル 宛 書 簡)と 彼 は 語 って い る。 現 実 生 活 にお け る存 在 と紙 の
前 にお け る 存在 を 明確 に 区別 す べ く、 彼 は さ らに ζ う述 べ る。 一 「人 間 は 民 主 主 義 者 で あ りう
る。 しか し芸 術 家 は 二 重 化 す る。 そ して 貴 族 で あ りつ づ け な けれ ば な らな い」(「 芸 術 的 な 異
端 」)。
マ ラル メ は英 語 教 師 と して の現 実 存 在 と詩 人 と して の夢 想 的 存 在 、 現 実 と夢、 合 理 と非 合 理
の 二 重性 を 単純 な対 立 と して 捉 え て い な い。 この 両 極 は 違 った も ので あ りな が ら同 時 に、 と も
に虚 構 で あ る とい う点 にお いて 、 同 じ もの で もあ る 。 そ もそ も虚 構 で な い も の は 「事 実 」 だ け
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である。現実 は事実ではな い。事 実の放 つ様々な幻影 か ら、 もっ とも 「平均的な理解」 によっ
て取 り出され たものが、現実 とい う名の もと定着す るのであ る。 一 「そ もそ も現 実 とは、 ひ と
つの事実が 生 じさせ るいくつ もの幻影 の問で、平 均的な知性 を落ち着 かせ るのに役立つ巧 みな
工夫なのだが、 まさにそ のことによって、現 実はな にや ら世間一般の了解 といったものを得 て
安泰 であるのだ。そ こで理想的な ものの中 に、必 然性 もあ り、 単純かつ明快 で、典型 の役 を果
たす ような視角がな いか どうか見 てみよ う。私 は 自分 だけのために、 しか るべ き 〈逸話〉 を、
それが私 の詩 人の視線 をつかんだが ままに書いてみたい」(「中断 された見 世物」)。マ ラル メに
とって現実 も夢 も、合理 も非合理 も事実をめ ぐるふたつの解釈 にす ぎず、 ともに虚構で ある。
しか しなが ら、マ ラルメは現実 と夢 の乖離 を解 消す る ことに、 全 く無関心で あったわ けで は
ない。 「行動」 と 「夢」が絶縁 され た非叙事 的な世界 とは詩 人が英雄的行為 を称 え歌 うことが
不可能な世界で ある。叙事的世界で は戦士 と詩 人の間にひ とつ の契約が成立 して いた。詩 人は
戦士 をたた えることで、戦士 を 「聖別」す る。 ところが 「凡庸 な」現代 の現実世界 にお いて、
称 え られ るような英雄的行為 は存在 しない。 した がって、 このいわば芸術 の 「空位時代」で あ
る今、詩作品は あくまで内的、精神 的そ して孤独 な儀式 として 限定 されねばな らな いわけで あ
る。 しか しマ ラルメは、未来 の祝祭 の構想 を通 じて、詩 による社会 の聖別 の可能性、詩人 の夢
が都市 にお ける社会的行動を戴冠す る 日の到来 の可能性 を模索 し続 けた。
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5.ヴ ェル レー ヌ と ラ ンボ ー にお け る 二 重化 の幻 想
一 「今 日、 〈行 動 〉 と 〈夢 〉 は 、 諸 世 紀 に よ って 使 い 古 され た原 初 の 契 約 を破 棄 した。 何 人
か の者 た ち は、 壮 大 で 青 澄 な 〈調 和〉 と 〈力〉 の こ の 離 反 を 不 幸 な こ と と感 じ とっ た 」(『 サ
チ ュル ニ ア ン詩 集』)、 と述 べ る ヴ ェル レー ヌ も ボー ドレー ル 的な 二 重 化 され た 世 界 観 か ら出 発
して い る。 「ラ ー マ ー ヤナ 」、 「オデ ュ ッセ イ ア 」、 「ロ ラ ン の歌 」 の喚 起 す る古 代 の イ ン ド、 ギ
リシ ャそ して 蛮 族 の 世 界 で は、 詩 人 に よ っ て語 られ 歌 われ る こ とで 行 動 に価 値 が 与 え られ 、 そ
うす る こ とで 初 め て行 動 の英 雄 性 が 記 憶 に残 され て い っ た。 現 代 と い う時 代 、 外 的 世 界 は 詩 人
に何 の題 材 も提 供 しな い。 現 代 詩 人 は 世界 と対 立 す る。 一 「〈歌 い手 た ち 〉の 奥 深 い 言 葉 に よ っ
て 困惑 させ られ た 世界 は、 〈歌 い手 た ち 〉 を追放 す る。 〈歌 い手 た ち〉 の ほ うで も世 界 を追 放 す
る ので あ る」(『サ チ ュル ニ ア ン詩 集 』)。 ラ ン ボー も 同様 に、詩 と現 代 世 界 との 相 反 を意 識 して
い る。 彼 によ れ ば 「理性 」 と 「科 学 」 に支 配 され た 現 代 の西 洋 文 明世 界 は 、 な によ りも進 歩 す
る世 界 で あ る。 ラン ボー は、 この世 界 に、 発 展 あ る いは 歴 史 を知 らな い始 ま りそ の もの に お か
れ た 、 い わば 叙 事 的 な世 界 で あ る 〈東 方 〉 そ して 、 直 線 的 に進 歩 す る現 代 世 界 の 外 部 に あ り、
循 環 す る 空 間 と して の 〈自然〉 を対 立 させ る。 ラン ボ ー の詩 的 企 て は、 〈東 方 〉 そ して 〈自然〉
と いっ た叙 事 的 空 間 の復 元 で あ る。 マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ と異 な り、 ラン ボ ー 的 な詩 人 は、
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現 代 の 西 洋 文 明 世界 を変 革 しよ う と い う、 社 会 参 与 の意 志 を強 く も って い る。 ラ ンボー が ギ リ
シ ャ神話 の プ ロ メテ ウス にた とえ る現 代 の 詩 人 には 、 新 しい 文 明 を開 く とい う任 務 が 負 わ され
て いる。1871年 の コ ミ ュー ン をは じ め社 会 問題 に大 き な 関心 を 示 した ラ ン ボー に とって 、 詩 の
実 践 は、社 会 に 「か つ て 」 あ った で あ ろ う、忘 れ 去 られ た 「太 古 の 宴」 を復 元 す る営 み と して、
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「慈愛 」 あ る い は共 同体 的 な 愛 の行 為 で あ る。
6.1860年 、 二 十 歳 の 理 想 の否 認(ヴ ェル レー ヌ、 ラ ンボ ー)と 存 続(マ ラル メ)
1860年 代 に創 作 活 動 を始 め た マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ、 ラ ン ボー の三 人 と も、 詩 は信 仰 の対
象 で あ り、 詩 句 は、 技 術 的 、 職 業 的 実 践 で は な く、 信 仰 の対 象 と して 実践 され て い る。 この点
で、 彼 ら三 詩 人 は1830年 以 降 の ロマ ン派 の動 向 に位 置 づ け られ る。 信 仰 の 対 象 で あれ ば こそ 、
1860年 代 の青 春 期 の理 想 の 喪 失 と と も に、信 仰 は 文 字通 り否 認 さ れ る わ けで あ る。そ の時 一1875
年 前後 一 ラ ン ボー にお いて も、 ヴ ェ ル レー ヌ にお い て も 「嘘 」 とい う語 が 発 せ られ る。 共 同幻
想 と して の詩 が 嘘 と して 告 発 され る。 カ ト リッ クへ の改 宗 に よ って 、1860年 代 の ヴ ェル レー ヌ
の二 十 歳 の信 仰 は 否 認 され る こ とに な る。以 後 もヴ ェル レー ヌ は詩 作 を続 け るが 、『叡 知 』以 降 、
彼 の 作 品 の 大 部 分 は、 キ リス ト教 信 仰 の 実 践 とな る。 ラ ンボ ー も、 同 時 期 、 夢 想 の 世 界 か ら
「現 実 」 へ 移 行 して い く。 しか し ラ ンボ ー の求 め た現 実 は、 現 代 の西 洋 文 明 社 会 の現 実 で はな
か った 。1880年 ラ ンボ ー は ヨー ロ ッパ を離 れ、1891年 この 世 を 去 る ま で、ア フ リカ 大 陸 の アデ ン、
ア ビ ッ シニ ア、 ハ ラル 等 で交 易 の仕 事 に携 わ る。 マ ラル メ の言 って い る よ う に、 ラ ンボ ー は 現
実 を屈 従 とい う形 で は な く 「広 大 さ と 自立 へ の 渇 き に よ っ て」(「 アル チ ュ ー ル ・ラ ンボ ー 」)
求 めた ので あ る。 これ は現 実 との妥 協 で は な く、 新 しい現 実 へ の絶 えざ る出 発 で あ る。
私 た ち の三 詩 人 マ ラル メ、 ヴ ェル レー ヌ 、 ラ ンボ ー は 、1860年 代 、 ボ ー ドレー ル によ っ て 確
認 され た 現 実 と観 念 、 外 部 と内部 へ と二 重化 され た 空 間 にお い て、 夢 と行 動 の分 離 とい う原 則
の も と に詩 作 を始 め た。1860年 代 の 高踏 派 世 代 の三 人 は、70年 そ して80年 にむ け て そ れぞ れ 違 っ
た場 所 へ 赴 いて い く。 ヴ ェル レー ヌ は カ トリ ック へ の改 宗 を契 機 に、 高 踏 派 の韻 律 法 を さ ら に
発 展 させ つ つ も、 詩 を 排他 的 に 「夢 」 の 世界 へ 求 め る と い う高 踏 派 的 な 理 想 を放 棄 す る 。 そ し
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て ラ ンボ ー は 詩 作 を 放棄 し ヨー ロ ッパ を離 れ る。 詩 人 を取 り囲 む現 実 の 世 界 に抗 い、 最 後 ま で
観 念 の 世 界 にお い て 、 詩 に対 す る信 仰 を守 り続 け た の は、 三 人 の うち で は マ ラル メ た だ ひ と り
あ る 。 彼 は 最後 ま で1860年 代 の理 想 を保 持 して いた とい え よ う。
19世 紀 、 い くっ か の詩 の傾 向 を担 って き た も の は 常 に若 者 、 若 い世 代 で あ った 。1875年 前後
の ラン ボ ー の詩 作 放 棄 、 ヴ ェル レー ヌ の 改 宗 に よ る以 前 の詩 作 活 動 の否 認 は、 若 い高 踏 派 の詩
人 た ち の離 散 と時 期 的 に重 な る。 この 二 人 と違 って 、 マ ラル メ はボ ー ドレー ル 的 二 重 性 の 問題
圏 内 に、 最 後 まで 、 留 ま り続 け た 詩 人 で あ る 。 マ ラル メ のテ クス トに接 して 私 た ち が 驚 か され
る の は、1860年 代 の書 簡 にお け る彼 の詩 に 関 す る思 考 と、1897年 の 『デ ィ ヴ ァガ シ オ ン』 で の
詩 作 論 の 間 に あ る恐 ろ しい ほ どの 一 貫 性 で あ る。 晩 年 、 マ ラル メは 自分 の 「内的 」 生 活 の一 貫
性 を 「外 界 か ら偶 然 に もた ら され る もの を 、 チ リ を払 う よ う に 日々払 う と い う こ と」 に よ って
維 持 した と言 って い る。 彼 は 若 い 頃 か ら芸 術 家 と人 間 は 別 物 で あ り、 人 生 経 験 の 積 み 重 ね は 詩
作 に何 ら関 与 しな い と信 じて い た(1865年2月18日 ウ ジ ェー ヌ ・ル フ ェ ビ ュー ル 宛 書 簡)。 詩 人
は 紙 を前 に して しか 存 在 しえ な い。 こう して マ ラル メ とい う一 個体 は 、 詩 人 と英 語 教 師 に分 裂
す る。 しか しそ うす る こ とに よ っ て、 外 的 な状 況 の影 響 は 強 く こ うむ っ た詩 人 ヴ ェル レー ヌ と
は 対 照 的 に、 ま た 実 生活 上 の義 務 を果 た す べ く詩 作 を放 棄 して しま っ た ラ ンボー と対 照 的 に、
マ ラル メ は、 英 語 教 師 と して 生 き る外 界 が 、 詩 人 と して の彼 の 内 面 に影 響 を及 ぼ す こ とを頑 な
に忌 避 した。 こ う して 「二 十 歳 の理 想 」 一 トゥール ノ ンの 若 い 詩 人 の 詩 に対 す る信 仰 心 は 「元
の ま ま」、 彼 の 生 涯 を通 じて 存 続 で きた ので あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
フ ラ ンス の19世 紀 を通 して 文 学 の 自律 性 、 あ る いは 自己 同一 性 をめ ぐ る危 機 意 識 の 中、 文 学
に 関 して 作 家 の述 べ る言 説 は 、 しば しば 文 学 と い う聖 域 へ の信 仰 告 白 の様 相 にお い て 発 せ られ
る。 書 く とい う営 為 は、 単 に技 術 的 な 実 践 で は な く、 「個 々 の 性 格 を超 え て、[文 学 者 の]共 同
体 の 自己 同一 性 の条 件 とな る よ うな 、 イ デ オ ロギ ー の実 践 」(ク ロー ド ・アバ ス タ ド)と な る。
ロ マ ン派 の到 来 と共 に詩 人 た ち は 、 古 代 の 模 倣 に依 拠 す る必 要 が な くな り、 韻 律 の 規 則 で は な
く、 む しろ、 詩 人た ち 自 ら詩 に与 え る イ デ オ ロギ ー が 詩 の実 践 を正 当化 す る こ と にな る。 この
よ うな 見 地 か ら出発 す る本 論 は 、19世 紀 後 半 の フ ラ ンス を生 きた 、 ロマ ン派 の流 れ を汲 む 同世
代 の三 詩 人 ス テ フ ァー ヌ ・マ ラ ル メ(1842-1898)、 ポ ー ル ・ヴ ェル レー ヌ(1844-1896)、 ア
ル チ ュー ル ・ラ ンボ ー(1854-1891)の 作 品 に現 れ る 「詩」 と 「詩 人 」 の 表 象 の 分 析 を通 して 、
同世 代 にお い て 形 成 され た 詩 に対 す る信 仰 と実 践、 な らび に現 実 を 生 き る詩 人 の 諸 形 象 を 明 ら
か にす る こと を 目的 と して い る。 論 者 は三 詩 人 の 詩作 論 と詩 人 論 を同 世 代 が 所有 す る共 同 幻 想
と して 位 置 づ け 、 こ の幻 想 の 出現 と消 滅 の 軌 跡 を 辿 っ て い る。 現 実 と理 想 の 乖離 とい う三 詩 人
に共 通 して 認 め られ る幻 想 を 「高踏 派 」 そ して 「象徴 派 」 とい っ た 流 派 の 名 の も とで は な く、
世 代 の名 にお い て 模 索 す る。 詩 人 同士 のサ ー クル は、19世 紀 を通 じて、 世代 とい う 単位 で 形成
され て きた わ け で あ る が、 論 者 の強 調 す る点 は、 これ らの グル ー プ が、 な に よ りも 同 年代 、 す
な わ ち 若 さ の共 有 と い う点 で 結 束 して い る と い う こ とで あ る。 す な わ ち 青 春 が 一 個 人 を超 え
て 、 世 代 に拡 張 され る とき、 ひ とっ の詩 の世 代 が 形 作 られ る と論 者 は考 え る。
本 論 文 は 序 章 とそ れ に続 く3章 な らび に結 論 よ り構 成 され て い る。 第1章 「信 仰 の形 成 と詩
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の実践」 で論者 は、三詩 人の創作活 動 を1860年 か らの高踏派的文脈 と1880年 か らの象徴派 的文
脈 の中で論 じて いる。 ここでは詩 を信仰する詩人たちの共同体 がいかに形成 され、そ してそれ
ぞれ の世代で、詩 とい う共同幻想 に基づいて どのよ うな実践(=詩 句)が 行われて いた かが考
察 され る。 ロマ ン主義以降、信仰 の対象 としての詩は、精神 に働 きかけるものと して、詩 人た
ちにとっては不変の価 値を持 っもの とされ る。 しか し、古典 主義的規則か ら解放 され、相対 的
に自由になった詩句の形式は変遷 に晒され る。 詩作 品を生み 出す ことは、詩人 にとって信仰 の
実践 に他な らない ことに論者 は注意 を喚起す る。詩 の実践、 すなわち詩句 の点で三詩人 を特徴
づ ける事柄は、 ロマン派の作詩法 にお ける努 力をさ らに進 めて、詩句が詩句 であるため の条件
(音 綴数 と脚韻)を 保持 しつつ、詩 句の内部で様 々な句切 りを試みた ことにある。高踏派世代
の詩人は、絶えず1詩 句 の12=6+6と い う安定 した、しか しあま りに単調な古典的作詩法 に、
更なる 「空気を吹き こむ」 ことで、伝統 的な十二音綴詩 句をよ り 「音楽的」にそ して 「軽やか」
な ものに仕立 てあげ よ うとした ことが ここで詳 し く提示 され ている。 こうした第1章 で の考察
を通 じて、論者は 自由詩 を顕揚 した象徴派世代 に対 して特 にマ ラル メ とヴェル レー ヌが崩 さな
かった批判的距離 を明示す る ことで、詩作 の実践 レヴ ェルで1860年 代の世代の纏 ま りを示 して
いる。
第2章 「ボー ドレール の遺産 一典型 として の現代詩人 の神話」は、三詩人 に大 きな影響 を及
ぼ した、彼 らよ り一世代前 の詩人 シャルル ・ボー ドレール の 「二重 の部屋」 というテ クス トの
分析 を手がか りに、三詩人 に共通す る 「二重性」 の幻想 を提示す る。 ここで の論者の 中心主題
エ グジ スタ ンス
は、三 詩人のテクス ト中に表象 された詩人の現実存在 に関す るもので ある。1830年 に7月 王政
に移行 して以降、芸術家たちは、ブル ジ ョアへ の嫌悪 を激 しく表明す る。大多数その もので あ
るブル ジ ョアを嫌悪す る詩人たちは、 当然、社会 的に孤立す る。 しか し詩人は生身 の現実存在
として都市 生活 を行わざ るをえな い。従 って詩人は、芸術の理念性 と生活 の現実性 とい う排除
しあう2つ の側面 に同時 に関わって いかねばな らない ことになる。論者は、詩人 を取 り巻 く現
代世界 を夢想 と観念 の空間である と同時 に貧困 という外的現実 を詩人 に突 きつけ る空間 として
二重 に住 まわれ る 「二重 の部屋」 の象徴 によって捉 える。例 えば、人は 「紙 を前 にして、詩人
として、 自分 を作 り上げ る」 と主張す るマ ラル メは リセ の英語教師 と詩人 という二重の役割 を
演 じなければな らなか った。三詩人が属す る世代 は社会 に対 して現実的、有効的 に働きか けよ
うとした前世代 のロマ ン派 ともまたアナーキズム支持 によって社会的行動 を企てた後世代 の象
徴派 とも違 い、そ の結束時 において社会的 に孤立 した夢想家 の共 同体 の中で強い連帯感 によっ
て結ばれ、ただお互 いのためだけ に詩句 による詩 の実践 を行 った世代であ る。
第3章 「行動 と夢 の分離」では、詩人の現実存在な らび に詩句 の創作 という実践 の問題か ら
それ を正 当化す る詩 の理念 に議論が 移 され る。詩句 によ る実 践 に先 立ち、 信仰 の対象 として
「詩」 という概念が、関連概念 である 「文学」、 「芸術」 とな らんで、三詩人 に、 どのよ うに捉
え られ ていたかが議論 され る。 ロマ ン派 の神話 の流れ を汲 む彼 らにお いて、 「詩」は 人間の内
面性 と密接 に関わ って いる。 彼 らにとって詩は常 に精 神 に働 きか けるものであ る。 論者が三詩
人の詩作論 の分析 を通 して明確 に しようと試み ることは、 こうした詩の理念性が、 もう一方 に
対立 して在 る現実の世界な しには考 え られない というもので ある。論者は この二重性が相互隠
蔽 の関係 にあ り、理想が追求され る場 において現実は不在で あ り、逆 に現実の消失 を前提 とし
て のみ理想が出現す るとい うことを三詩人 にお いて確 認 して いる。 論者は、 詩人が、 交互 にそ
して排他的 に夢想的で あ り現 実的で ある世界 に住 まう存在で あることを指摘 し、 その上でマ ラ
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ルメの 「虚構」 という概念の検討か ら始 めて、 この二重性のメカニスムが単 なる対 立ではない
ことに注意 を促す(マ ラルメにお いて理想 と現実 の両極 は対 立する ものであ りなが ら同時 に、
と もに虚構、 すなわち事実 をめ ぐる解釈 であ るとい う点 にお いて 同 じ性質 の もので ある)。 三
詩 人は このよ うな 二重性 の問題 を共 通 の認識 として1860年 代 に出発 したが、 ヴ ェル レーヌ は
1870年 代半ばカ トリックへの改宗 によって、詩作 にお ける二重性 の維持 を放棄す る。 ランボー
は理想 を否認す ることで詩作 を放棄 し、現実 を受 けいれ、三 人のうちではマ ラル メただひ と り
が最後 まで観念の世界において、詩 に対す る信仰 を守 り続 けた ことを論証す る。
論者は本論全体 を通 じて、19世 紀、詩 の動向 を担 って きた諸世代 の役割 を強調 して いる。世
紀末の象徴 主義 に至るまで、19世 紀 の詩 の歴史は 同世代 の若者 の文学結社 によ って作 られて き
た とする論者の見解 は、通常文学史の提供す る歴史 的な見取 り図にお さま らな い新たな視点 を
齎 している。 本論 は個別 に扱われ ることが多い三詩人 の詩作論、詩人論 を、文学史的な 「高踏
派」な らびに 「象徴 派」 といった 「流派」の枠組 みではな く 「世代」において検 証する ことで、
19世 紀後 半のフランス詩 の動向 に新たな光 を投げか けて いる。本論 の試みは文学の領域だけで
な く、 当時 のフランス の文化事象をめ ぐる歴史、社会的研究 にも寄与する可能性 を含 んだ有益
な もので ある と言 える。
よって、本論支 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格を有する もの と
認 め られ る。
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